














Creating "Whereabouts" Perceived from ICF in Special Support Education

















　ＩＣＦ（正式名称はInternational Classification of 


























　In special support education, having students have "whereabouts" is an important instruction for teaching, and 
it is an important place and a space for children to transmit their own intention and thought. By considering this 
"whereabouts" from the viewpoint of ICF, by analyzing the vaguely captured "whereabouts", we have proposed and 
defined "relative place", "physical place" and "absolute place", respectively. While relating the definition and the 
practical case examples of the two students, he explored what the "place" is. In addition, the students who were able 
to make "whereabouts" decided their own direction of living, and became an important factor for delivering a rich 
and fulfilling way of living, resulting in great growth.
キーワード：居場所　　　　  居場所づくり　　　　　　　　　 ＩＣＦ
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る。   
この「物理的居場所」と「相対的居場所」それぞれ
の取り組みが繰り返され図１４のような「絶対的居場
所」の広がりがつくられた。この「絶対的居場所」が
図１５のような生徒の大きな心理的な安定につながり
自立活動の６区分の全てを含んでいると考えられる。 
Ⅴ 考察 
１. 環境因子と個人因子の変化、変容について 
１） 生徒Aも環境因子と個人因子の変化、変容 
個人因子の変化、変容  
１年次で文字入力に取り組んだことで文書作成のス
キルが少しずつレベルアップして生徒に自信という心
の力が培われた。 
２年次では文書作成の力を身に付けたことで、他の
生徒（友だち等）に文書作成について教えている姿が
見られるようになった。生徒 ら誰かに話しかけたり、
かかわったりすることのなかった１年次の様子からは
想像ができないほどの 化、変容であった。 
環境因子の変化、変容  
学校、病棟そして保護者が一体となり同じ方向性を
もって目標に取り組んでいく環境が構築されたことは、
生徒にとってこの上もなく心理的な安定となって目標
に突き進むことができるようになっていった。 
目標の達成度をワープロ検定という結果として、学
校の教員、友だち、病棟のスタッフ、保護者などに知
らせることにより、多くの応援、支援を生徒自身肌で
かじ取り、より一層頑張ろうといった意欲的な気持ち
にさせた。これは、これまでただ友だちや、人を集め
た場所を設定したこととは異なり、同じ方向性をもっ
てこの生徒Ａを支援した結果が「物理的居場所」を作
り、さらなる向上につながっていった。 
２）生徒Ｂの環境因子、個人因子の変化、変容 
個人因子の変化、変容  
これまで漠然としていた、絵描きになりたいという
夢を学校の先生、病棟のスタッフ、保護者が一体とな
り、生徒の思いを十分に受け止めたことで、この取り
組みが実現した。 
生徒自身が夢に向かって動き出したことに対しての
安心感、喜びが生徒自身の「心の安定」という変化、
変容につながった。もちろん人とのかかわりやコミュ
ニケーション、身体の動きといった自立活動の内容へ
と発展していったことは言うまでもないが、それらの
総合力が筋ジストロフィーという病状を絵描きになる
夢の実践が乗り越えた瞬間でもあった。 
この取り組みは生徒の心の持ち方を生活の状況に応
じて変化させることで「相対的居場所」の向上に大き
な役割を果たした。 
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生徒の思いを十分に受け止めたことで，この取り組みが
実現した。
　生徒自身が夢に向かって動き出したことに対しての安
心感，喜びが生徒自身の「心の安定」という変化，変容
につながった。もちろん人とのかかわりやコミュニケー
ション，身体の動きといった自立活動の内容へと発展し
ていったことは言うまでもないが，それらの総合力が筋
ジストロフィーという病状を絵描きになる夢の実践が乗
り越えた瞬間でもあった。
　この取り組みは生徒の心の持ち方を生活の状況に応じ
て変化させることで「相対的居場所」の向上に大きな役
割を果たした。
　あまり人には見せることがなかった生徒Ｂのマイナス
面の姿や感情が絵を通して見られるようになってきた。
これは，マイナス面を見せることで自分の弱さを知られ
たくないという側面を，「相対的居場所」の向上がマイ
ナス面を見せても大丈夫という心の強さになってきたの
である。
　環境因子の変化，変容
　絵を描く場，時間として，学校，病棟の共通理解によ
り主に学校の美術教室を中心に取り組むことができたこ
とにより，必要な道具が容易に活用できる環境が構築さ
れたことは，「物理的居場所」を飛躍的に向上させたと
思われる。また，絵を描く道具だけではなく，美術室で
指導されている先生，美術室に自然と集まってくる友だ
ちとのコミュニケーションがさらに「物理的居場所」を
向上させたと考えられる。生徒Ｂを取り巻く多くの人た
ちの大きな応援や支援が「物理的居場所」をより一層向
上させていることを生徒は肌で感じ取っていたと思わ
れ，より一層の環境因子のプラス変化，変容に導く要因
となった。
２．「居場所」の捉え方について
　これまで，生徒に身に付けさせたい目標のために場を
準備するといった「居場所」（「物理的居場所」）だけで
は真の「居場所」（「絶対的居場所」）の形成は難しいこ
とが明確になった。「絶対的居場所」を形成するためには，
心の持ち方である「相対的居場所」の存在が不可欠であ
り，「相対的居場所」の向上が「居場所」づくりの取り
組みとして大変重要となることが分かった。
　生徒Ａにおいては，スキル，自信を持たせることが心
の余裕となってコミュニケーションへと発展し，自分か
らいろいろなことを発信しようとする力が「相対的居場
所」を向上させることにより増幅された。
　生徒Ｂについては生徒の夢を叶えようと実践したこと
で心理的な安定を得ることにつながり「相対的居場所」
を大きく向上させたと考えられる。「相対的居場所」の
向上に加え，「物理的居場所」はこれまで活動（できる
こと，得意なことなど）を参加（できること，得意なこ
となどを実践）で取り組み，環境因子，個人因子の間で
フィードバックを繰り返すことで，多くの変化（プラス）
が見られた。環境因子におけるプラスの変化，変容の向
上，個人因子におけるプラスの変化，変容の向上の双方
の広がりがこそが真の「居場所」（「絶対的居場所」）を
作り上げたと考えられる。また，「物理的居場所」と「相
対的居場所」のベクトルが生きる力となるためのいろい
ろな形やエネルギーとなって働いたのである。
Ⅵ．今後の展望
　これまで「居場所」を子どもの心の安定の場，何かか
ら逃げ込み安心して過ごすことができる場，リラックス
できる場，友だちなどとのコミュニケーションの場とし
て子どもたちに提供してすることに力を注いできたよう
に思われる。今も注いでいると思われる。しかしながら，
今回紹介した事例から「居場所」は心の持ち方で変化，
変容する「相対的居場所」，環境の構築による変化，変
容する「物理的居場所」の総合力によって「絶対的居場所」
が形成される。生徒の実態に応じた「絶対的居場所」を
持たせることが，今後の生徒に生きる過程，生きる力等
の基礎・基本となる何物にも代えがたい宝と考えられる。
　これからは，特別支援教育が必要な児童生徒はもちろ
んのこと地域の小学校，中学校においても子どもにとっ
て「居場所」の存在を今一度捉え直し，再度子どもの実
態に応じた「居場所」を構築していく必要がある。
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